
水特法に基づき、水源地域の振興対策を実施水特法に基づき、水源地域の振興対策を実施

ダム建設後

公共補償

一般補償

・住宅
・田畑

・山林

・学校
・役場

・道路

水源地域対策特別措置法に
基づく水源地域整備事業

（整備事業）
・道路等の整備
・生活環境整備（上・下水道、住宅造成等）
・生産基盤整備（土地改良等）

下流都府県による負担金により基金を造成し、
以下の対応

・生活再建のための相談員の設置
・代替地取得のための利子補給
・水源地域対策特別措置法の補完措置

ダム建設前

水源地域対策基金による
生活再建対策等

（水源地域対策特別措置法のメリット）
・国の補助等
・補助率の嵩上げ（法第９条）
・受益者による一部負担（法第１２条）
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付替道路の変更など計画の柔軟な見直しにより、
自然環境への影響を回避、低減

付替道路の変更など計画の柔軟な見直しにより、
自然環境への影響を回避、低減

トンネル区間（道路計画見直し後）

湖岸道路（道路計画見直し前）繁殖テリトリー コアエリア

トンネルの採用により地形改変と自然環境への影響を最小化

繁殖に重要なエリア（幼鳥の行動範囲）
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ダム周辺の山林の公有化による付替道路等の見直しにより、
自然環境への影響を回避、低減

ダム周辺の山林の公有化による付替道路等の見直しにより、
自然環境への影響を回避、低減

既設道路

ダム周辺の山林保全措置に対する
費用負担制度

既存道路の機能を補償するための
付替道路建設

付替道路

ダム建設前

従
来

の
手

法

新
た

に
制

度
化

し
た

手
法

（制度適用による効果）
・事業費の縮減
・ダム周辺の山林保全

図３－３



様々な富栄養化対策様々な富栄養化対策

分画フェンス

流動制御（散気管方式の曝気循環と選択取水の組み合わせ） 耶馬溪ダム（九州地整）の水質浄化人工浮島

支川へのリン吸着材の敷設 貯水池で噴水を兼ねた浅層曝気

図３－４



様々な冷水・濁水対策様々な冷水・濁水対策

通常の水位

水位低下時

顔を出す
通常の水位

水位低下時

顔を出す

通常の水位

水位低下時

通常の水位

水位低下時

樹林帯の整備 前貯水池（水位変動に伴う貯水池末端の微粒土砂の移動抑制）

選択取水による冷水対策

表層で取水する場合 中間で取水する場合

図３－５

イメージ図

清水・濁水バイパス

フェンス

濁水域澄水域 フェンス 濁水域澄水域 フェンス

堆砂

分画フェンス



ダムの弾力的管理により流況変動の回復ダムの弾力的管理により流況変動の回復

最上川水系寒河江ダムの弾力的管理による放流の効果

フラッシュにより

藻が除去された状況

フラッシュ
放流中（１０ m 3 /s）

1999年（平成11年）

浮遊している藻の状況

フラッシュ放流前 フラッシュ放流後

図３－６



貯留制限を設けることでダム下流の流況を改善貯留制限を設けることでダム下流の流況を改善

流況改善の事例 正常流量時の流況（イメージ）

＜貯留制限を設けることにより＞
◎河川流量の平滑化を回避
◎ダム運用前後における流況の改変を減少

ダム下流河川の自然環境に与える影響を低減
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流況を改善

貯留制限流量時の流況（イメージ）
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ダム計画では、100年間で貯水池に貯まる土砂の量を推定し、
そのための容量（堆砂容量）をあらかじめ確保

ダム計画では、100年間で貯水池に貯まる土砂の量を推定し、
そのための容量（堆砂容量）をあらかじめ確保

１００年分の堆砂容量

１００年後

下流

完成直後

下流

１００年分の堆砂容量
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堆砂の状況は、水系によって大きく異なる堆砂の状況は、水系によって大きく異なる

水系別ダム堆砂率（％）
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堆砂率＝
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総貯水容量
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ダム貯水池の堆砂に対し様々な対策を実施ダム貯水池の堆砂に対し様々な対策を実施

② 貯砂ダム

分派堰 植　　林

排砂ゲート

植　　林

浚　　渫

①

②

③ ⑤

④

バイパストンネル

④バイパストンネル（下流へ流す）

①堆砂容量の確保

堆砂容量

⑥植林

②貯砂ダム（貯めて取る）

⑤排砂ゲート（土砂フラッシュ）

③浚渫（取り除く）

④

③

⑤

④

②

図３－１０



平成９年の河川法改正により、計画策定プロセスに
住民、地方公共団体の長、学識経験者の意見を反映させる手続きを導入

平成９年の河川法改正により、計画策定プロセスに
住民、地方公共団体の長、学識経験者の意見を反映させる手続きを導入

旧
制
度

新
制
度

内容 ⇒基本方針、基本高水、計画高水流量等
主な河川工事（ダムも含む）の内容

工事実施基本計画
の案の作成

工事実施基本計画
の決定

河川審議会
（一級水系）意見

河
川
工
事

工
事
実
施
基
本
計
画

内容 ⇒ 河川整備の目標
河川工事（ダムも含む）、河川の維持の内容

原 案

河川整備計画の
決定・公表

学識経験者

意見 公聴会の開催等に
よる住民意見の反映

地方公共団体の長

意見

意見

河川整備計画の
案の決定

内容 ⇒ 基本方針
基本高水、計画高水流量等

河川整備基本方針
の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

社会資本整備
審議会
（一級水系）
都道府県河川
審議会
（二級水系）

意見

都道府県河川審議会
がある場合

河
川
工
事
、
河
川
の
維
持

河
川
整
備
基
本
方
針

河
川
整
備
計
画

個
々
の
ダ
ム
事
業
計
画
の
策
定
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地球温暖化により100年後に西日本では積雪がほとんどなくなり、
日本海側では最深積雪深100cm以上の地域が大幅に減少と予測

地球温暖化により100年後に西日本では積雪がほとんどなくなり、
日本海側では最深積雪深100cm以上の地域が大幅に減少と予測

IPCCの第三次評価報告書によると

2 100年には、19 90年と比較して、

世界の、

平均気温が1.4～5.8度の上昇する見通し

海面水位が9～88cmの上昇する見通し

凡例

1cm未満

1cm以上 5cm未満

5cm以上 10cm未満

10cm以上 20cm未満

20cm以上 50cm未満

50cm以上100cm未満

100cm以上150cm未満

150cm以上

出典：農業環境技術研究所、井上聡、横山宏太郎、1998、「地球環境変化時における降積雪の変動予測」 図５－１
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